
普
選
連
合
会
の

運
動
は
、

大
会
と
請
願
デ
モ

の

後
、

一

九
一

〇
年
春
の

高
揚
と
挫
折
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
そ
の

姿
を
見
る
こ

と
が
で

き
な
い
。

そ
れ
は
、

普
選
連
合
会
の

有
力
会
員
で

あ
る
社
会
主
義
者
が
、

日
本
社
会
党
と
い

う
形
で

結
集
し
た
反
面
、

普
選
連
合
会
内
に

個
人
と
し
て

参
加

し
て
い

た
自
由
主
義
者
の

勢
力
が
後
退
し
、

ま
た
、

後
に

は
社
会
主
義
者
内
部
に

無
政
府
主
義
の

潮
流
が
強
ま
っ

た
こ

と
な
ど
を
背
景
と
し
て
い

る
。

も
ち
ろ
ん
、

桂
園
時
代
と
総
称
さ
れ
る
こ
の

戦
後
期
に
、

政
党
と
官
僚
、

藩
閥
と
の

対
抗
・

連
合
関
係
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

政
府
の

社

会
主
義
、

普
選
運
動
へ

の

対
応
も
西
園
寺
内
閣
か
ら
桂
内
閣
へ

と
、

抑
圧
が
強
ま
っ

た
こ

と
も
原
因
の
一

つ

で

あ
る
。

二
月
二
十
四
日
、

日
本
社
会
党
が
結
成
さ
れ
る
と
、

県
下
に
は
、

横
浜
に

あ
か
つ

き
平
民
ク
ラ
ブ
、

二
の

宮
・

横
須
賀
に

平
民
ク
ラ
ブ
と
名
乗
っ

た
支
部
が
組
織
さ
れ
た
と
い

う
（
片
山
潜
『
日
本
に

お
け
る
労
働
運
動
』）。
横
浜
の

支
部
は
曙
会
で

あ
り
、

二
つ

の

講
義
所
を
も
っ

て
い

た
。

横
須
賀

は
湘
南
平
民
倶
楽
部
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
が
、

二
の

宮
に
つ

い

て

は
未
詳
で

あ
る
。

平
民
結
社
以
来
、

最
も
活
発
な
県
下
組
織
は
曙
会
で

あ
っ

た
。

曙
会
の

組
織
内
部
に

も
、

平
民
社
解
散
と
前
後
し
て
、

変
化
が

は
じ

ま
っ

て

い

た
。

何
よ
り
も
、

キ
リ
ス

ト

教
社
会
主
義
者
が
比
較
的
少
数
派
と
な
っ

た
。

こ

れ
よ
り
先
荒
畑
は
紀
州
に

赴
き
、

鈴
木
は
戦
死
、

服
部
も
ま
た
、

一

九
〇
五
年
十
一

月
十
一

日
、

東
京
へ

転
居
し
て
い

っ

た
（
こ

の

年
生
れ
の

次
男
に
、

麦
生
と
つ

け
た
が
、

そ
れ
は
「
一

粒
の

麦

」
の

聖
句
か
ら
で

は
な
く
、

無

政
府
主
義
者
バ

ク
ー
ニ

ン

に

あ
や
か
っ

て
で

あ
っ

た
と
い

う
。

す
で

に

キ
リ
ス

ト

教
か
ら
離
れ
つ

つ

あ
っ

た

）。
大
和
田
忠
太
郎
（
キ
リ
ス

ト

者
、

商
館
番
頭

）
は
、

翌
十
二
日
、

久
保
山
墓
地
で

行
わ
れ
た
戦
没
者
慰
霊
祭
に
、

曙
会
を
代
表
し
て

弔
辞
を
捧
げ
て

は
い

る
が
、

結
核
療
養
の

た
め
一

九
〇
六
年
四
月
か

ら
八
月
ま
で
、

茨
城
県
に

転
地
療
養
す
る
な
ど
、

キ
リ
ス

ト

者
が
中
心
か
ら
離
れ
、

理
想
団
出
身
の

田
中
佐
市
、

無
神
論
者
の

吉
田
只
次
、

鉱
害
問

題
か
ら
社
会
主
義
に

転
じ
た
金
子
新
太
郎
な
ど
が
運
営
の

中
心
と
な
っ

た
。

会
木
の

墓
碑
は
、

一

九
〇
五

年
十
一

月
、

久
保
山
墓
地
に

建
立
さ
れ
た
が
、

表
面
こ

そ
地
元
町
民
な
ど
の

反
対
も
あ
っ

て

「
不
幸
な
る
社
会
主
義

者
」
の

肩
書
を
は
ず
し
十
字
架
を
陰
刻
し
た
が
、

裏
面
（
通
路
側

）
に
は
、

「
君
ハ

熱
心
ナ
ル

社
会
主
義
者
ニ

シ

テ
曾
テ
平
民
結
社
或
ハ

曙
会
ナ
ル

モ
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ノ

ヲ

組
織
シ

主
義
拡
張
ノ

為
ニ

尽
シ

」
と
大
書
し
て

あ
る
よ
う
に
、

鈴
木
の

出
現
が

新
し
い

曙
会
の

出
発
点
で

あ
っ

た
こ

と
を
し
め
し
て
い

る
。

一

九
〇
六
年
、

普
選
連
合
会
が
東
京
市
で

演
説
会
を
開
く
と
、

こ

れ
に

呼
応
し
て
一

月
三
十
日
、

横
須
賀
で

演
説
会
を
開
催
し
た
。

二
〜
三
月
の

活
動
は
、

普
選
請
願
と
日
本
社
会
党
の

組
織
に

あ
て

ら
れ
た
の

で

あ
ろ
う
。

公
表
さ
れ
た
党
員
名
簿
に
は
横
浜
を
中
心
に

十
六
名
の

名
が

あ
り
（
他

に

寄
附
金
を
送
っ

た
も
の

六
名
が
あ
る

）、
全
国
で

は
約
二
百
名
の

党
員
と
な
り
神
奈
川
県
の

府
県
別
の

順
位
は
第
二
位
と
な
っ

て

い

る
。

四
月
八
日
に

は
、

花
見
で

に

ぎ
わ
う
横
浜
市
三
ツ

沢
の

豊
顕
寺
に

赤
旗
を
た
て

て

演
説
会
を
開
い

た
。

五
月
一

日
に
は
午
前
五
時
か
ら
横
浜
駅
、

物
揚
場
、

横
浜
船
渠
、

日
本
波
止
場
、

郵
船
倉
庫
、

税
関
西
門
な
ど
現
在
の

高
島
町
か
ら
山
下
町
ま
で

チ
ラ
シ

を
ま
き
な
が
ら
演
説
を
行
い
、

午
後

七
時
か
ら
十
時
ま
で
は
伊
勢
佐
木
町
で

街
頭
演
説
を
行
う
な
ど
の

活
動
を
つ

づ
け
た
。

ま
た
、

毎
土

曜
日
夜
に

は
、

末
吉
町
三
丁
目
の

高
畑
方
で

社
会
主
義
研
究
会
を
開
い

て
い

た
が
、

四
、

五
月
ご
ろ

大
和
田
の

療
養
の

た
め
か
戸
部
町
の

吉
田
只
次
方
に

事
務
所
を
移
し
、

八
月
に

大
和
田
が
全
快
し
、

帰
浜
し
て

根
岸
柏
葉
の

田
中
方
に

同
居
す
る
よ
う
に

な
る
と
、

吉
田
方
を
第
一

社
会
主
義
講
話
所
と

し
て

毎
週
土
曜
日
に
、

田
中
方
を
第
二

講
話
所
と
し
て

毎
日
曜
日
に

社
会
主
義
研
究
と
宣
伝
を
行
う

よ
う
に

な
っ

た
。

ま
た
、

『
光
』
読
者
も
そ
れ
な
り
に

増
え
つ

づ
け
て
い

っ

た
。

こ

れ
ら
の

活
動
は
、

官
憲
の

迫
害
の

な
か
で

す
す
め
ら
れ
た
。

「
起
て
よ
我
友
」
と
題
し

た
ラ
ッ

パ

節
替
え
歌
の

ビ

ラ
が
七
月
五
日
に

発
売
禁
止
に

な
り
、

十
一

月
に

事
務
所
を
吉
田
方
か
ら
田
中
方

に

移
し
、

第
一

、

第
三
日
曜
日
に
三
吉
町
の

村
越
喜
太
郎
方
で

社
会
主
義
講
話
を
行
う
よ
う
に

し
た

の

も
、

裁
判
所
代
書
人
と
し
て
の

吉
田
を
配
慮
し
て
の

こ

と
で

あ
ろ
う
。

一

九
〇
七
年
三
月
の

日
刊

『
平
民
新
聞
』
に

「
久
し
く
適
当
な
場
所
を
得
な
い

で

黙
し
て

居
た
我
曙
会
も
今
度
市
内
の

中
央
賑

平民新聞第1号の一部分　 『明治社会主義史料集』から
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町
に

福
治
館
と
云
ふ

貸
席
が
出
来
」
て

や
っ

と
政
談
演
説
会
を
開
く
こ

と
が
で

き
た
と
あ
る
よ
う
に
、

五
月
一

日
の

街
頭
演
説
以
後
は
十
月
三
十
一

日
の

戸
部
旭
亭
、

十
二
月
二
日
の

神
奈
川
亭
、

そ
れ
に

十
一

月
三
日
東
京
羽
田
で
の

演
説
会
を
開
い

た
だ
け
で

あ
る
。

大
衆
的
な
演
説
会
に
か
わ
っ

た
の

は
、

サ
ー
ク
ル

的
な
定
例
集
会
で

あ
り
、

そ
こ

で
は
幻
灯
や
壁
絵
図
な
ど
も
使
用
さ

れ

た
。

吉
田
只
次
は
、

「
毎
晩
、

戸
部
の

私
の

家
と
根
岸
の

田
中
さ
ん
の

家
に

集
っ

て

討
論
し
た
。

本
な
ど
な
い

の

で
、

各
人
が
、

宗
教
や
法
律
、

政
治
、

経
済
、

文
学
と

分
担
し
て

調
べ

た
ん
で

す
。

」
と
後
年
語
っ

て
い

る
。

小
集
団
が
、

具
体
的
な
運
動
を
と
も
な
わ
な
い

抽
象
的
政
治
論
議
に

走
る
と
き
、

そ
こ

で

は

必
然
的
に

小
市
民
的
な
急
進
主
義
が
生
ま
れ
た
。

し
か
し
、

曙
会
と
し
て
は
、

『
光
』（
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
五
日
付
）
所
収
の

田
中
報
告
で
、

「
横

浜
の

同
志
諸
君
、

団
結
は
力
な
り
、

吾
人
平
民
の

前
に
は
紳
士
閥
な
る
強
敵
あ
り
、

此
時
此
際
先
づ
其
小
異
を
捨
て
ゝ

大
同
に

合
し
て

大
い

に

努
力

を
な
す
べ

き
也
」
と
呼
び
か

け
た
の

が
基
本
的
態
度
で

あ
っ

た
。

だ
が
一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
二

月
二
十
二

日
、

政
府
は
治
安
警
察
法
に
よ
っ

て

日
本
社
会
党
を
禁
止
し
、

四
月
に

は
、

日
刊
『
平
民
新
聞
』

の

発
行
も
禁
止
し
、

若
い

芽
を
つ

み
と
ろ
う
と
し
た
。

社
会
主
義
者
の

動
き

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
、

自
然
発
生
的
な
民
衆
運
動
が
高
揚
し

た
な
か

で
、

社
会
主
義
者
の

動
き
は
、

研
究
と
討
論

あ
る
い

は
演
説
会
を
く
り
か
え
す
の

み
で
、

直
接
に

民
衆
を
組
織
し
て

は
い

な
か
っ

た
。

一

九
〇
六
年
九
月
に

県
下
を
遊

説
し
た
座
間
鍋
司
（
止
水
）
は
、

早
川
村
（
現
在

小
田
原
市

）
に

「
同
志
の

経
営
す
る
」
消
費
組
合
が
あ
る
こ

と
、

曙
会
の

「
同
志
諸
君
は
何
時
も
早

朝
出
掛
け
て

行
っ

て
、

出
勤
労
働
者
た
ち
の

集
合
地
で
、

社
会
主
義
の

講
話
を
す
る
」
こ

と
、

な
ど
の

組
織
活
動
を
伝
え
て

い

た
。

し
か
し
、

社

会
主
義
を
大
衆
的
に

う
け
と
め
る
べ

き
、

大
衆
組
織
の

存
在
し
な
い

な
か
で

は
、

宣
伝
啓
蒙
活
動
の

み
が
上
す
べ

り
す
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
か
っ

た
。

ま
た
、

現
存
す
る
浮
田
和
民
（
熊
本
洋
学
校
出
身

早
稲
田
大
学
教
授
）
の『
社
会
学
講
義
』
へ

の

書
き
込
み
（
鈴
木
秀
男
の

遺
品
で
、

曙
会
員
が
輪
読

し
た
も
の

）、

あ
る
い

は
一

九
一

八
（
大
正
七

）
年
の

『
田
中
佐
市
日
記
』
か
ら
推
定
し
て
、

ま
だ
、

曙
会
で
の

論
議
は
抽
象
的
で

あ
り
、

社
会
革
新
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の

具
体
的
な
方
途
を
示
し
て

は
い

な
い
。

曙
会
は
日
本
社
会
党
支
部
と
し
て
、

『
平
民
新
聞
』
読
者
会
も
開
い

て
い

た
。

一

九
〇
七
年
二
月
三
日
、

横
浜
長
者
町
の

西
村
亭
（
貸
席

）
で
の

研

究
会
を
き
っ

か

け
に

し
て
、

『
平
民
新
聞
』
の

廃
刊
や
、

日
本
社
会
党
が
禁
止
さ
れ
た
後
も
、

集
会
は
田
中
佐
市
方
で

毎
週
続
け
ら
れ
演
説
会
も
開

か

れ
た
。

三
月
三
日
に

は
横
浜
賑
町
の

福
治
館
で

百
五
十
余
名
、

三
月
十
七
日
に

も
同
館
で

百
二

十
余
名
、

さ
ら
に

五
月
三
日
に

同
館
で

二
百
六
十

余
名
（
救
世
軍
批
判

）、
六
月
二
十
三
日
に

西
村
亭
で

十
四
名
（
茶
話
会
）、
七
月
二

十
八
日
に

同
亭
で

茶
話
会
、

九
月
十
五
日
に

藤
沢
で

高
鍋
徳
太
郎

の

演
説
会
が
あ
り
、

田
中
・

金
子
な
ど
が
県
議
選
挙
に
つ

い

て

応
援
演
説
を
し
た
。

十
月
二
十
三
日
福
治
館
で
、

雨
の

な
か
を
五
十
余
名
参
加
し
て

集
会
を
開
い

た
。

。

こ

の

こ

ろ
、

福
治
舘
へ

は
警
察
の

干
渉
が

し
き
り
に

行
わ
れ
た
。

十
二

月
一

日
に

は
、

平
塚
で

片
山
潜
派
の

添
田
啞
蟬
坊
の

演

説
会
な
ど
も
ひ
ら
か
れ
た
。

日
本
社
会
党
の

結
社
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
後
、

社
会
主
義
運
動
は
直
接
行
動
派
の

『
大
阪
平
民
新
聞
』、
議
会
政
策
派
の

『
社
会
新
聞
』
に

大
き

く
潮
流
が
別
れ
た
が
、

横
浜
の

曙
会
は
、

「
社
会
主
義
」
と
し
て

両
者
を
区
別
す
る
こ

と

は

な
か
っ

た
。

一

九
〇
八
年
二

月
、

片
山
派
が
西
川
派
と

分
裂
し
た
と
き
、

田
中
は
、

「
同
志
会
諸
君
の

為
め
に
、

小
生
は
悲
と
哀
と
を
差
引
し
て
、

聊
か
祝
意
を
表
し
た
い

」
と
、

西
川
派
支
持
を
ほ

の

め

か

し
、

若
干
の

変
化
を
見
せ
る
が
、

そ
れ
は
、

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
片
山
派
の

「
改
良
主
義
」
の

線
に

あ
き
た
ら
ず
、

西
川
派
の

直
接
行
動
論
か
ぶ

れ
に

同
調
し
た
、

と
い

え
な
い

こ

と
も
な
い
。

一

九
〇
八
年
の

集
会
は
次
の

と
お
り
で

あ
る
。

一

月
三
日
に
、

横
浜
市
中
村
町
一

九
の

大
和
田
方
で

新
年
会
が
開
か
れ
、

森
近
運
平
・

山
川
均
・

大
杉
栄
も
参
加
し
た
。

一

月
三
十
日
に

は
、

福

治
館
で
片
山
ら
と
演
説
会
を
開
い

た
。

三
月
一

日
に

は
、

横
浜
野
毛
町
の

鳴
門
館
で
、

西
川
を
呼
ん
で

演
説
会
を
開
催
し
た
。

四
月
二
日
に

は
同
館

で

西
川
派
と
共
に

演
説
会
を
も
っ

た
。

五
月
一

日
朝
に

は
、

東
洋
汽
船
前
で
、

夜
に

は
、

伊
勢
佐
木
町
で

街
頭
演
説
を
し
た
が
、

こ

の

と
き
田
中
は

拘
引
さ
れ
た
。

五
月
二
日
に

は
片
山
派
が
浦
賀
で
メ

ー
デ
ー
演
説
会
を
開
催
し
た
。

五
月
十
七
日
に

鳴
門
館
に

堺
ら
を
招
い

て

演
説
会
を
開
催
し
た
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が
、

雨
天
の

た
め
三
十
余
名
程
度
の

参
加
者
で

あ
っ

た
。

五
月
二

十
四
日
に

堺
一

家
が

潮
干
狩
り
に

来
浜
し
、

曙
会
員
と
交
流
し
た
。

六
月
十
四
日

に

鳴
門
館
で

演
説
会
を
も
ち
、

四
十
余
名
が
集
ま
っ

た
。

六
月
二

十
二
日
に

東
京
で

「
赤
旗
事
件
」
が
起
き
、

荒
畑
や
曙
会
員
村
木
源
次
郎
ら
が
検

挙
さ
れ
て
、

直
接
行
動
論
派
は
大
打
撃
を
う
け
た
。

六
月
三
十
日
に

浦
賀
の

近
江
亭
で

西
川
派
の

演
説
会
が
開
か
れ
た
。

八
月
に

横
浜
の

森
川
松
寿

は
、

津
久
井
郡
や
山
梨
県
へ

伝
道
行
商
を
し
た
。

十
月
八
日
に
は
西
川
派
『
東
京
社
会
新
聞
』
廃
刊
式
が
あ
り
、

県
下
か
ら
車
隆
三
・

富
山
仙
次
郎

が

参
加
し
た
。

「
赤
旗
事
件
」
前
後
か
ら
横
浜
で
の

運
動
は
、

官
憲
に
よ
る
抑
圧
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
社
会
主
義
新
聞
が
存
在
し
な
い

と
い

う
こ

と
も
あ
っ

て
、

車
隆
三
の

よ
う
に
、

吉
田
只
次
か
ら
ス
パ

イ
で
は
な
か
っ

た
か
と
疑
わ
れ
る
人
物
が
、

し
ば
し
ば
上
京
し
て

西
川
・

片
山
派
の

運
動
に

参
加
す
る
以

外
は
見
か
け
ら
れ
な
く
な
る
。

一

方
、

一

九
〇
八
年
暮
れ
、

箱
根
大
平
台
の

林
泉
寺
に
、

秘
密
印
刷
所
を
設
け
、

内
山
愚
童
の

秘
密
出
版
が
す
す
め

ら
れ
た
。

一

九
〇
九
年
一

月
十
六
日
、

田
中
方
で

開
か
れ
た
新
年
会
に
、

内
山
が
参
加
し
て

「
大
逆
」
計
画
を
呼
び
か

け
た
が
、

曙
会
員
は
賛
成
し

な
か
っ

た
と
い

う
（
吉
田
只
次
談
）。
片
山
派
の

保
知
安
之
助
が
一

月
に

県
下
に

転
住
し
、

各
地
に

普
選
を
訴
え
て

遊
説
し
た
が
、

四
月
に

「
何
処
モ

活
動
ノ

余
地
ナ
キ
ニ

依
リ

」
自
宅
に

引
き
籠
る
と
い

う
の

が
県
下
の

実
態
で

あ
っ

た
。

五
月
二

十
二
日
の

石
川
三
四
郎
あ
て

の

大
和
田
忠
太
郎
書
簡

で
は
、

秘
密
出
版
事
件
で

横
浜
の

同
志
に

は
尾
行
が
つ

き
、

田
中
な
ど
は
知
ら
な
い

と
答
え
て

即
決
で
二

十
日
間
拘
留
さ
れ
た
、

と
伝
え
て
い

る
。

二
十
四
日
に
は
内
山
も
検
挙
さ
れ
た
。

同
年
七
月
末
現
在
の

官
憲
調
査
に

よ
れ
ば
、

県
下
の

社
会
主
義
者
は
三
十
名
、

大
和
田
・

金
子
・

吉
田
・

田

中
は
、

「
引
続
キ
曙
会
ノ

維
持
ニ

努
メ
、

田
中
佐
市
之
カ
会
長
ト
ナ
リ
、

東
京
ノ

同
志
ト
気
脈
ヲ

通
シ
、

時
々

演
説
会
ヲ

開
催
シ
、

普
通
選
挙
ノ

必
要

ヲ

説
キ
、

或
ハ

労
働
問
題
ヲ

論
セ

リ

」
と
さ
れ
て
い

る
。

だ
が
、

内
山
の

検
挙
は
、

翌
一

九
一

〇
年
五
月
か
ら
拡
大
す
る
「
大
逆
事
件
」
の

前
ぶ
れ

で

あ
り
、

そ
の

関
連
か
ら
一

九
一

〇
年
九
月
、

田
中
・

金
子
・

杉
山
正
三
が
不
敬
罪
で

検
挙
さ
れ
る
と
、

県
下
の

社
会
主
義
運
動
は
全
く
屏
息
し
て

し
ま
う
。
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労
働
運
動
の

苦
難

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
五
月
の

大
逆
事
件
の

抑
圧
で

県
下
の

社
会
主
義
者
は
窒
息
さ
せ

ら
れ
た
。

一

九
一

一

年
に

な

っ

て
、

横
浜
で

は
、

大
和
田
忠
太
郎
は
平
信
徒
伝
道
に

従
い
、

吉
田
は
代
書
や
米
相
場
な
ど
を
し
な
が
ら
、

東
京
の

堺
利
彦

の

も
と
に

時
折
り
出
か

け
た
り
、

堺
も
来
浜
し
て

は
碁
を
打
っ

た
り
と
い

う
生
活
で

あ
っ

た
。

六
月
に

な
っ

て
、

横
浜
根
岸
に

石
川
三
四
郎
が
療
養

と
著
述
の

た
め
に

移
転
し
、

内
妻
の

福
田
英
も
同
居
し
て
い

た
。

こ

ろ
が
り
こ

む
よ
う
に

渡
辺
政
太
郎
夫
妻
が
同
居
し
た
こ

と
も
あ
っ

た
が
、

彼
ら

は
肩
を
寄
せ
合
っ

て
、

「
冬
の

時
代
」
を
堪
え
て
い

た
の

で

あ
る
。

社
会
主
義
者
と
同
盟
し
て
、

普
通
選
挙
を
要
求
し
て

き
た
自
由
主
義
者
た
ち
は
、

一

九
一

〇
年
二
月
に
、

普
選
同
盟
会
を
再
開
し
、

二
月
二
十
八

日
に
、

第
二

十
六
回
議
会
に

普
選
法
案
を
提
出
し
た
。

法
案
は
委
員
会
で

可
決
、

本
会
議
で

は
百
余
名
の

賛
成
を
得
な
が
ら
、

三
十
票
ほ
ど
の

差
で

否
決
さ
れ
た
。

こ

の

間
、

三
月
六
日
に

東
京
上
野
で

普
選
大
会
が
開
か
れ
、

三
百
名
が
参
加
し
て

権
利
と
し
て
の

普
選
要
求
を
決
議
し
た
。

会
場
に

寄
せ
ら
れ
た
祝
電
の

中
に

は
、

浦
賀
の

有
馬
万
次
（
鉄
工

組
合
の

活
動
家
）
や
刷
新
派
機
関
紙
と
な
っ

た
『
横
浜
貿
易
新
報
』
が
あ
っ

た
。

普
選
法
案

賛
成
議
員
に

は
、

県
選
出
代
議
士
田
中
亀
之
助
・

福
井
準
造
が
加
わ
っ

て
い

た
。

こ

の

普
選
運
動
の

高
揚
も
、

大
逆
事
件
の

検
挙
が
つ

づ
く
な
か
で

し
ぼ
み
、

処
刑
直
後
の
一

九
一

一

年
三
月
、

普
選
法
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

同

盟
会
は
こ

の

運
動
の

方
法
を
院
内
の

多
数
派
工
作
に

お

き
、

大
衆
運
動
は
展
開
し
な
か
っ

た
。

三
月
十
一

日
の

衆
議
院
本
会
議
は
法
案
を
可
決
し
た
が
、

貴
族
院
は
十
四
日
の

委
員
会
と
、

十
五
日
の

本
会
議
で

は
「
将
来
に

於
き
ま
し
て

も
、

此
普
通
選
挙
の

案
は
此
貴
族
院
の

門
に

入
る
べ

か
ら
ず
」
と
全
会
一

致
で

否
決
し
た
。

追
い

討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

同
盟
会
に

は
「
政
社
」
の

届

け
出
が
要
求
さ
れ
た
。

政
社
と
し
て

届
け
出
れ
ば
警
察
の

取
り
締
り
に

拘
束
さ
れ
、

統
一

運
動
体
と
し

て

の

実
態
も
た
も
て

な
か
っ

た
。

普
選
同
盟
会
は
五
月
二
十
九

日
、

つ

い

に

解
散
し
た
。
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民
衆
は
、

一

九
〇
八
年
か
ら
の

戦
後
恐
慌
に

引
き
続
く
不
況
の

な
か
で

あ
え
い

で
い

た
。

「
生
計
難
」
は
国
民
の

ひ
ろ
い

階
層
に

及
ん

だ
。

一

九

一

一

年
二
月
二
十
一

日
、

「
経
済
ノ

状
況
漸
ニ

革
マ

リ
…
…
無
告
ノ

窮
民
ニ

シ

テ
医
薬
給
セ

ス
、

天
寿
ヲ

終
ッ

ル

コ

ト

能
ハ

サ
ル

」
こ

と
を
う
れ
え

た
詔
書
と
共
に
、

内
帑
金
百
五
十
万
円
が
下
賜
さ
れ
、

恩
賜
財
団
済
生
会
が
設
立
さ
れ
た
の

は
、

大
逆
事
件
の

処
刑
と
引
き
か
え
で

あ
っ

た
。

貧
富

の

懸
隔
と
社
会
政
策
の

必
要
は
、

も
は
や
覆
い

難
く
な
っ

た
。

現
状
打
破
の

力
は
、

都
市
住
民
、

わ
け
て

も
労
働
者
の

力
量
に

か
か
っ

て
い

た
。

一

九
〇
七
年
の
ス

ト
ラ
イ
キ
の

高
揚
の

あ
と
、

県
内
で
は
地
道

な
組
織
化
の

努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い

た
。

一

九
〇
七
年
の

争
議
と
市
会
議
員
選
挙
を
た
た
か
っ

た
横
須
賀
海
軍
工
廠
の

労
働
者
は
、

六
月
十
八
日
設
立
の

共
済
会
に
よ
る
購
買
活
動
を
ひ

ろ

げ
る
な
ど
し
て
い

た
が
、

一

九
〇
八
年
五
月
に
は
、

横
廠
工
友
会
の

発
会
式
を
挙
げ
た
。

軍
直
轄
工
場
に

最
初
の

労
働
組
合
が
誕
生
し
た
。

当
初
は

会
費
も
と
ら
な
い

（
職
工
共
済
会
か
ら
毎
年
百
円
の

補
助
が
あ
っ

た

）
親
睦
団
体
で

あ
っ

た
が
、

一

九
一

〇
年
四
月
か

ら
は
、

見
習
工
二

銭
か
ら
組
長
八

銭
、

工
手
十
銭
ま
で
の

会
費
徴
収
に
ふ
み
き
り
、

全
員
組
織
の

労
働
組
合
と
し
て
の

実
質
を
と
と
の

え
て
い

っ

た
。

一

九
〇
七
年
六
月
か
ら
、

横
浜
の

ジ
ヤ
パ

ン
・

ガ
ゼ
ッ

ト
社
で
、

欧
文
印
刷
工
の

争
議
が
行
わ
れ
、

九
月
五
日
に

は
、

欧
文
会
を
九
十
一

名
で

組

織
し
た
。

す
で
に

東
京
に
は
欧
友
会
の

組
織
が
あ
っ

た
が
、

両
者
は
十
月
四
日
に
、

連
合
大
会
を
開
き
、

両
者
が
緊
密
に

協
力
し
て
、

機
関
紙
『
欧

工
之
友
』
を
共
同
で

発
行
し
た
、

欧
文
会
は
「
横
浜
に

て

同
業
に
従
事
せ
ん
と
す
る
者
は
本
会
に
入
会
す
る
の

義
務
あ
る
も
の

」
を
実
現
さ
せ

る
た

め
、

奮
闘
し
て
い

た
。

欧
文
会
役
員
の

中
心
は
、

親
和
会
・

懇
話
会
・

活
版
工
組
合
な
ど
の

働
き
手
で

あ
っ

た
。

明
治
三
十
年
代
の

運
動
が
苦
節
十

年
、

再
建
さ
れ
た
よ
う
に

も
見
え
た
。

一

九
〇
九
年
一

月
二
十
四
日
に

は
、

日
本
船
員
同
志
会
が
浜
田
国
太
郎
を
指
導
者
に
、

三
百
名
を
結
集
し
て

組
織
さ
れ
た
。

海
員
の

間
に
は
、

早

く
も
一

九
〇
二

年
五
月
、

東
洋
汽
船
と
日
本
郵
船
甲
板
部
員
に
よ
る
海
員
兵
同
救
済
会
、

一

九
〇
九
年
三
月
の

郵
船
司
厨
部
員
に
よ
る
郵
司
同
友
会
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な
ど
の

組
織
が
準
備
さ
れ
、

あ
る
い

は
発
足
し
て
い

た
。

船
員
同
志
会
は
、

日
本
郵
船
機
関
部
船
員
を
中
心
に
一

九
〇
六
年
末
か
ら
組
織
活
動
が
す

す
め
ら
れ
て
い

た
職
能
別
共
済
組
合
で

あ
る
。

同
志
会
は
、

一

九
一

一

年
暮
れ
に
、

賃
上
運
動
を
開
始
し
て
、

一

九
一

二

年
四
月
に

は
、

横
浜
を
中
心
に

神
戸
や
社
外
船
ま
で

参
加
す
る
一

大
ス

ト
ラ
イ
キ
を
組
織
し
て
い

っ

た
。

平
均
一

割
の

増
給
は
か
ち
と
っ

た
が
、

官
憲
の

迫
害
も
は
な
は
だ
し
く
、

浜
田
ら
は
治
警
法
十
七
条
違
反
の

疑
い

で

検
束
、

拘
留
さ
れ
た
。

い

ず
れ
に

せ
よ
、

大
逆
事
件
の

弾
圧
下
に
、

海
軍
工
廠
・

海
員
・

印
刷
工
と
い

う
近
代
的
産
業
に
、

し
か
も
軍
事
的
中
枢
に

永
続
的
な
労
働
組
合

が
誕
生
し
た
こ

と
は
注
目
す
べ

き
事
実
で

あ
っ

た
。

し
か

も
、

そ
の

背
景
に
は
わ
が
国
に
お

け
る
労
働
状
況
の

変
化
が
あ
っ

た
。

第
一

に
、

労
働
者
の

知
識
水
準
が
小
学
校
の

普
及
、

就
学
率
の

上
昇
と
共
に

向
上
し
た
。

第
二
に
、

戦
争
は
生
産
手
段
の

近
代
化
、

生
産
過
程
の

合
理
化
を
す
す
め
、

そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い

労
働
者
が
要
求
さ
れ
た
。

第
三
に
、

作
業
管
理
が
親
分
的
職
工
で

は
な
く
下
級
技
術
者
に
よ
っ

て

行
わ
れ
、

労
務
管
理
は
労
務
職
が
統
轄
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

第
四
に
、

大
企
業
で

は
そ
れ
な
り
に

慈
惠
的
な
救
済
機
関
を
設
置
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

等
々

が
日
露
戦
争
後
の
一

つ

の

特
色
で

あ
っ

た
。

か
つ

て

の

鉄
工
組
合
の

よ
う
に
、

親
方
的
職
工
を
基
礎
に

共
済
機
能
を
掲
げ
て

組
織
す
る
の

で

は
な
く
、

労
働
組
合
と
し
て

組
織
す
る
こ

と
が

実
情
に

適
し
て
い

た
。

工
場
法
案
の
成
立

資
本
の

側
に

も
、

そ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
ら

わ
れ
た
。

『
実
業
之
横
浜
』
に

は
、

一

九
〇
七
年
後

半
に

入
っ

て

労
働
問
題
の

論
議
を
く
り
か
え
し
登
場
さ
せ
た
。

一

九
〇
七
年
八
月
十
日
付
、

第
四
巻
第
六
号
所
収
の

武
藤
山
治
「
労
働
問
題
と
紡
績
業
」
で

は
、

労
働
者
の

知
識
地
位
が
向
上
し
労
働
運
動
や
ス

ト
ラ
イ
キ
が

発
展
す
る
こ

と
は
、

永
続
的
職
工
を
増
加
さ
せ
、

ひ
い

て

は
産
業
興
隆
の

基
礎
と
な
る
。

そ
の

た
め
に
は
日
本
農
業
の

小
農
組
織
を
打
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破
し
、

治
安
警
察
法
を
全
廃
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
ま
で

主
張
し
て
い

る
。

一

九
〇
八
年
と
も
な
る
と
職
工
教
育
の

急
務
を
説
く
論
文
が
つ

づ
き
、

二
月
二
十
五
日
付
の
、

第
五
巻
第
四
号
で
は
、

桑
田
態
蔵
「
職
工
組
合
法

の

必
要
」
が
、

増
税
・

軍
拡
反
対
と
同
列
に

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

以
下
労
働
問
題
を
論
じ
て
い

る
の

は
一

九
〇
九
年
に
か
け
て
、

添
田
寿
一

・

片
山
潜
・

栗
津
清
亮
・

由
井
彦
太
郎
・

加
藤
時
次
郎
・

高
島
米
峰
・

福
沢
桃
介
・

伊
藤
貢
雄
な
ど
で

あ
り
、

桑
田
の

論
文
は
一

九
〇
九
年
十
一

月
の

第
六
巻
第
二
十
三
号
に

再
録
さ
れ
て
い

る
。

工
場
法
案
に
つ

い

て
は
、

一

九
〇
九
年
十
一

月
十
五
日
付
の

第
六
巻
第
二

十
六
号
に

「
工
場
法
案
と

世
論
」
と

題
し

て
、

浮
田
和
民
・

和
田
豊

治
・

荘
田
平
五
郎
・

武
藤
山
治
・

太
田
黒
重
五
郎
・

塩
沢
昌
貞
・

馬
越
恭
平
・

尾
崎
琢
郎
・

山
野
金
六
・

藤
正
純
ら
の

意
見
を
収
録
し
た
の

が

最
初

で

あ
る
。

一

九
一

〇
年
に
入
る
と
、

三
月
十
五
日
付
の

第
七
巻
第
六
号
で

「
英
独
仏
労
働
者
の

生
活
費
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

大
逆
事
件
検
挙
後
の

八
月
に

は
富
士
紡
保
土
谷
工
場
の

酷
使
を
「
活
地
獄
」
と
し
て

告
発
し
、

ま
た
十
月
に
は
岡
実
の

「
婦
人
と
工
業
と
の

関
係
」
で

職
工

保
護
を
主
張
し
て

い

る
。

さ
ら
に
、

一

九
一

一

年
新
年
号
も
「
柞
蚕
製
絲
と
日
本
工

女
」、
「
衛
生
上
よ
り
見
た
る
女
工
の

夜
業
」
を
論
じ
、

「
工
業
振
興
」
を
強
調
す
る

よ
う
に

な
る
。

工
業
振
興
策
の

中
心
に
は
、

既
述
の

三
宅
磐
の

主
張
と
共
通
す
る
も
の

が
見
ら
れ
、

賃
金
安
定
の

た
め
の

公
設
市
場
、

就
労
安
定
の

た
め
の

公
設

職
業
紹
介
所
な
ど
を
要
求
し
て
い

る
。

一

九
〇
九
年
十
二
月
、

横
浜
商
業
会
議
所
は
、

農
商
務
省
か
ら
諮
問
の

あ
っ

た
工
場
法
案
に
つ

い

て

審
議
し
、

「
我
国
工
業
の

発
達
と
共
に
工
場

法
の

設
定
を
必
要
と
す
る
は
論
を
竣
た
ず
」
と
し
な
が
ら
も
、

こ

の

法
案
の

基
本
で

あ
っ

た
婦
人
、

あ
る
い

は
少
年
労
働
者
の

労
働
条
件
の

保
護
に

つ

い

て

は
反
対
し
た
。
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工
場
法
案
は
国
会
に

提
出
さ
れ
た
が
、

政
友
会
の

反
対
も
あ
っ

て
一

九
一

〇
年
二
月
に
、

工
場
法
案
の

撤
回
と
な
り
、

一

九
一

〇
年
十
月
に

修
正

案
が
再
度
商
業
会
議
所
等
に

諮
問
さ
れ
た
。

横
浜
商
業
会
議
所
は
十
一

月
十
八
日
に

答
申
を
提
出
し
、

「
大
体
ニ

於
テ
我
国
工
業
ノ

状
態
ニ

適
当
シ

タ
ル

モ

ノ

ト
認
ム

ル

モ

事
業
ノ

性
質
、

衛

生
上
無
害
ニ

シ

テ
身
体
及
精
神
上
ノ

過
労
少
キ
生
絲
工
場
、

織
物
工
場
等
ノ

見
地
ヨ

リ
」、

毎
月
二
日
の

休
日
は

年
間
二
十
五
日
以
上
の

休
業
の

あ

る
工

場
は
適
用
外
と
す
る
こ

と
、

残
業
は
一

か
月
に
五
日
、

各
二
時
間
以
内
と
あ
る
の

を
一

か
月
に

十
五
日
と
す
る
こ

と
、

を
希
望
す
る
と
付
記
し

た
。労

働
条
件
の

改
善
を
求
め
る
労
働
者
の

運
動
、

労
働
力
保
全
を
求
め
る
大
企
業
の

要
求
は
、

世
論
を
動
か
し
て
い

た
。

都
市
政
策
、

都
市
計
画
に

つ

い

て

県
下
刷
新
派
と
の

間
に

対
立
を
見
せ
て
い

た
横
浜
商
業
会
議
所
で

す
ら
、

一

定
の

譲
歩
を
や
む
を
え
な
い

と
す
る
と
こ

ろ
ま
で

時
勢
は
動
い

て
い

た
の

で

あ
る
。

一

九
一

一

（
明
治
四
十
四

）
年
二
月
の

工
場
法
案
は
、

施
行
期
日
を
定
め
な
い

ま
ま
や
っ

と
成
立
し
、

同
年
三
月
二
十
九
日

に

日
本
最
初
の

労
働

立
法
と
し
て

公
布
さ
れ
た
。

普
選
法
案
が
否
決
さ
れ
た
の

と
同
じ
第
二
十
七
回
帝
国
議
会
で

あ
っ

た
。

工
場
法
案
が
施
行
さ
れ
た
の

は
、

第
一

次
大
戦
の

好
況
を
背
景
に

し
た
一

九
一

六
（
大
正
五

）
年
九
月
一

日
で

あ
っ

た
。
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